
レベル３

部門の一員として、企業利益の創出・確保に貢献する役割を
担う。

組織目標や個別プロジェクトのマネージャーとして、部門戦略を
策定し、目標の達成に向けて組織を統率する役割を担う。

担当分野に関し一定の権限と責任を付与され、高度な課題
解決や業務遂行を通じて、企業業績の向上に貢献する役割
を担う。

スタッフ シニアスタッフ

仕
事
の
し
方

現状の把握 取り組むべき課題やテーマを設定するために行う情報収集やその分析のし方

課題の設定 事業、商品、組織、仕事の進め方などの取り組むべき課題の設定のし方

計画の立案 担当業務や課題を遂行するための具体的な計画の立て方

課題の遂行 スケジュール管理や各種調整、業務を進めるうえでの障害の排除や高いプレッシャーの乗り越え方

状況への対応 予期せぬ状況への対応や責任の取り方

人
と
の
関
わ
り
方

社内対応 経営層・上司・関係部署に対する納得感の高いコミュニケーションや支持の獲得のし方

社外対応 顧客・社外パートナー等に対する納得感の高いコミュニケーションや利害調整・合意形成のし方

上司対応 上司への報告や課題に対する改善に関する意見の述べ方

部下マネジメント メンバーの動機付けや育成、持ち味を活かした業務の割り当てのし方

マネージャー シニア
マネージャー

スペシャリスト シニア
スペシャリスト

診断結果の見方

あなたのポータブルスキルの強み・弱みとあなたがお持ちのポータブルスキルを活かせる職務を診断しました。
どのスキルに強みがあるかによって、あなたに合う業種や、職種、職場の可能性が広がるかもしれません。
結果をもとに、ご自身の仕事の進め方を振り返ったり、経験したことのない仕事へのチャレンジについて考えてください。
※この診断は、あなた自身が思うポータブルスキルの相対的な得意・不得意をもとにしたものであり、職種への適性を判定するものではありません。
また、「診断結果から職業を検索」ボタンを押下した際に表示される職業は、職務に関連する職業を幅広に提示するものです。職位に対応したものではあり
ませんのでご注意ください。

※ポータブルスキルは、一般社団法人人材サービス産業協議会（JHR）が開発したものです。

ポータブルスキル
「ポータブルスキル」とは、職種の専門性以外に、業種や職
種が変わっても持ち運びができる職務遂行上のスキルの
ことです。
ポータブルスキルの要素は「仕事のし方(対課題)」と「人と
の関わり方(対人)」において、９要素あります。
【仕事のし方】は仕事における前工程から後工程のどこが
得意かをみており、【人との関わり方】はマネジメントだけで
なく、経営層や、上司、お客様など全方向の対人スキルを
みています。

ポータブルスキルの要素

診断結果の役割
役割は複線型のキャリアパスで、６つに区分しています。
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職種 職務
経営戦略 経営戦略

人事・人材開発・労務管理 人事・人材開発
労務管理

企業法務・総務・広報
企業法務
総務
広報

経理・資金財務・経営管理
分析

経理
資金財務
経営管理分析

情報システム 情報システム

営業・マーケティング・広告
営業
マーケティング
広告

生産管理 生産管理プランニング
生産管理オペレーション

ロジスティクス ロジスティクス管理
ロジスティクス・オペレーション

国際事業 国際(グローバル)経営管理
貿易

診断結果の職務一覧診断結果の見方

③職務の説明 ①で示した職務の具体的な職務内容を示してい
ます。

②仕事のし方、人との関わり方

①で示した職務で求められるポータブルスキルの
特徴とあなたのポータブルスキルの特徴をレーダー
チャートで表示しています。
あなたの強みのどの部分が活かせるのかを具体的
に確認いただけます。

①活かせる職務
あなたが強みとしているポータブルスキルを活かせ
る可能性が高い職務を、19の職務と６つの役割
の組み合わせの中から、５つ示しています。


